
介護施設における感染対策（クラスターが起こった際の対応） 
 
SARS-CoV-2 は変異を続けており、ワクチンには感染を予防する効果は⼗分ではないこと
が知られている。ウイルスの感染性が⼤きく低下しない限りこれからも周期的に流⾏を繰
り返すと考えられるため、介護施設では陽性者が発⽣し、集団感染（クラスター）に⾄った
場合の対応をよく考えておくことが求められる。 
施設内で陽性者が出た場合には、まずは陽性者の適切な隔離が必要である。複数⼈で居室を
共有している場合には、同室者をできるだけ別々の個室に収容する。どうしても個室が準備
できない場合は、それぞれマスク着⽤をお願いするとともに、⽣活空間において 2m 以上の
⼗分な距離をあける 1など、3 つの密を可能な限り減らすことが重要である。換気への配慮
も重要で、「継続すべきこと、緩和してもよいこと」（別項）を参考にするとよい。さらに、
介護施設の利⽤者は多くの場合 COVID-19 の重症化リスクがあると考えられるため、陽性
者については抗ウイルス薬をできるだけ早く投与することを検討し 2、必要時はかかりつけ
医はもとより、嘱託医、協⼒医に診療、処⽅依頼をする。抗ウイルス薬には体内のウイルス
量を早期に減らす効果が期待できる 3,4。 
そのうえで、施設内で新たに発熱や咽頭痛、呼吸器症状など、COVID-19 に関連する症状が
他の⼊居者や職員から出現しないかを慎重に観察し、疑わしい症状があった場合には積極
的に抗原定性検査を実施する。クラスターに発展することを念頭におき、発症者や検査⽇、
診断⽇などを時系列でまとめた表を作成しておくと管理がしやすくなる。これら症状の観
察や積極的な抗原検査は全ての陽性患者の療養が終了し、新たに陽性者が発⽣しないこと
を⼗分に確認できるまで継続する。なお、⼊居者や職員の⼀⻫検査は早期のクラスター終息
に役⽴つ可能性はあるが 5,6、コストの問題、感度の問題などから、実施については専⾨家や
⾏政ともよく相談するとよい。 
また、当該陽性者とその他の⼊所者の介護等にあたっては、可能であれば担当職員をわけ、
陽性⼊所者対応時に適切な感染対策が実施できるような環境を整備する。その際は「継続す
べきこと、緩和してもよいこと」を参考にしながら、個⼈防護具の使⽤についてより⼀層の
注意が必要である。特におむつ交換や⾷事介助などでは接触や⾶沫による曝露リスクが⾼
まるため、適切な個⼈防護具の使⽤を⼼がけ、使⽤後は確実にその場で廃棄する 7。職員に
ついては体調不良時には出勤せず、受診及び⾃宅療養に努める。休憩時間・場所の分散や⼗
分な換気など、職員同⼠の感染にも⼗分な注意が必要である。クラスター発⽣時には職員も
罹患することが多く、勤務可能な職員が少なくなる。過度な負担がかからないよう、業務の
縮⼩も検討する。 
さらに、クラスター発⽣時には⾯会制限を設ける、来訪者のマスク着⽤を徹底する、など、
コロナ流⾏期にとっていた対策を⼀時的に再開することも検討するとよい。これらクラスタ
ー発⽣時の隔離⽅法、検査体制、職員への対応、施設で採⽤する感染対策、専⾨家や⾏政と
の相談経路などについて、⽇常から整理しておくことが重要である 8。 
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